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表紙の説明「令和5年へキックオフ」

撮影　広報モニター　佐々木 和人さん

 FCアズマーレ川崎の初蹴りにて

　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。

※次回の会議は3月6日（月）～15日（水）
　　  一般質問は3月7日（火）・8日（水）
　　　　  午前10時、再開の予定です。

掲載写真を募集しますお 知 ら せ

提供：広報モニター　佐々木 和人さん撮影場所：小野龍雲寺付近

町の風景

元日の夜明け

議会映像配信
議会の様子が
ご覧いただけます。

詳しくは、議会事務局まで TEL（0224）84ー2301

「令和5年へキックオフ」

議会情報便
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暮
ら
し
と
健
康
を
守
る

10
月
会
議

商
品
券
配
布
第
３
弾

楽
し
い
こ
と
を
お
裾
分
け

児
童
・
生
徒
の
発
育
と
健
康

の を議会 傍聴の を議会 傍聴の を議会 傍聴
します再開します再開します再開

　傍聴にお越し下さる皆さまの健康を守る観
点から、議場での傍聴を自粛しておりました
が、３月会議から感染拡大防止対策を講じた
うえで、人数を10名に制限し再開します。
　なお、インターネット中継及び役場１階町
民ホールでの視聴も可能です。詳しくは、町
議会ホームページをご覧ください。
　ご理解とご協力をお願いします。
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総額
約21億円

地
区
別
対
応
で
短
期
終
了

県
内
で
も
高
い
接
種
率

送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
開
始

広
い
会
場
で
ス
ム
ー
ズ
に

全
年
齢
接
種
可
能

地
区
別
対
応
で
短
期
終
了

特
集

特
集

コロナ対策の動き

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

暮らしと健康を 守る暮らしと健康を 守る
全町民対象に

子
育
て
世
代
へ

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
へ

低
所
得
者
へ

令和2年

10万円

第1回

第1回

令和2年

令和3年
ワクチン
接種

県
内
で
も
高
い
接
種
率

第2回

令和3年
ワクチン
接種

送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
開
始

第3回

令和3年
ワクチン
接種

広
い
会
場
で
ス
ム
ー
ズ
に

第4回

令和4年
ワクチン
接種

全
年
齢
接
種
可
能

第5回

令和4年
ワクチン
接種

1万円

第2回
令和3年

7000円

第3回
令和4年

① 7000円
② 5000円
③ 5000円

第4回

い
つ
か
ら
？

選
べ
る
の
？

副
反
応
は
？

現金全町民へ

令和2年

2万円
第1回

０歳～中学生へ

令和3年

10万円
第2回

令和3年

5万円
第3回

低所得子育て世帯へ出産・産後応援へ

令和4年

10万円
第4回

令和3年

10万円
第1回

非課税世帯へ

令和4年

10万円
第2回

令和4年
第3回

全世帯に応援商品券

応援商品券

全町民へ応援商品券

物価高騰で
生活が大変だ！

3回

5万円
非課税・低所得世帯へ

世帯によって
人数が違うん
だけどなぁ…。

10万円は
大変助かりました。

　長引く新型コロナウイルス感染症の影響や、国際情勢の
不安定による物価高騰が生活を直撃しました。
　議会では、毎年度事業ごとに検証し、町民意見（アンケー
ト）を取り入れながら提案をしてきました。
　これからも事業検証を行い、町民の方々からの声をまち
づくりに活かしていきたいと考えています。
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町民の

議会の対応（抜粋）

を直撃！

「学びの場」の改善も

いざというときに

「学びの場」の改善も

いざというときに

タブレット
空気清浄機導入

令和3年
B&Gプール改修工事

令和3年 タブレット
空気清浄機導入

令和3年

勉強に集中できるねプールはやっぱりいいね 勉強に集中できるね

B&Gプール改修工事

発熱外来
ユニットハウス設置

避難所にも
空気清浄機導入

令和2年令和3年

三密を回避災害時に対応

発熱外来
ユニットハウス設置

避難所にも
空気清浄機導入

令和3年

令和2年令和3年

プールはやっぱりいいね

三密を回避災害時に対応

声
町外に勤めています。
商品券の配布は大変あ
りがたいものです。今後
も期待します。
（３０代女性）

もらうことは、ありがた
いのですが、町には金
があるんだなぁ。
（６０代女性）

Ｂ＆Ｇのプールが授業
で使えるようになり安
心しました。
（４０代女性）

非課税世帯と同じくら
い生活に困っている人
も支援の対象に加えな
いと不公平では。
（70代女性）

商品券はありがたいで
すが、現金の方がもっ
と良かった。
（４０代女性）

商品券をバラまくより、
事業者へもっと支援す
べきでは。
（６０代男性）

肥料・飼料高騰支援
が認定農家だけでし
たが、対象者を広げ
るべきでは。
（６０代男性）

令和２年５月 町へ要望書 ・積極的な情報発信　・学校再開に向けて　ほか3項目

●期間中に、コロナ関連の一般質問 23件、議会での質疑 27件がありました。

９月 国へ意見書 ・地方交付税など一般財源確保　ほか4項目

12月 コロナ感染対策方針決定 ・感染予防対策（会議・活動等）

令和3年2月 町民アンケート 実施350人を対象 ・プール授業はありがたい　など

9月 町へ要望書 ・米価下落に伴い稲作農家へ持続可能な支援　ほか1項目

令和4年1月 国へ意見書 ・米消費喚起策を講じること　ほか2項目

これまでの対策は評価
できます。今後も継続
で支援してもらえるか
心配です。
（６０代女性）

　議会広聴・広報委員が行った
インタビューにご協力いただき、
ありがとうございました。皆さ
んの声を一部紹介します。

No.229
4

R5.1.31No.229
5

R5.1.31

特

集

コ

ロ

ナ

対

策

特

集

コ

ロ

ナ

対

策



問

答
指定期間短縮で返済可能か

可能と認識
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一
般
質
問
は
町
政
に
関
し
て
議
員
が
質

問
を
行
い
、
新
た
な
施
策
の
提
案
や
意
見

を
述
べ
、
時
に
は
是
正
を
求
め
、
町
政
を

よ
り
良
い
方
向
へ
導
く
も
の
で
す
。

６
人
の
議
員
が
質
問

６
人
の
議
員
が
質
問

◆	佐藤	清隆	議員… …………………… 9

⑴  児童・生徒の発育と健康

◆	的場	要	議員……………………… 10

⑴  業務効率化と LINE の活用

◆	高橋	義則	議員… ………………… 12

⑴  福祉灯油の実施を
⑵  いじめ対策の取り組みは

◆	佐藤	昭光	議員… …………………… 7

⑴  病院経営の実情
⑵  スキー場貸付金の返済
⑶  コロナ第８波への備え

◆	遠藤	美津子	議員…………………… 8

⑴  HPV ワクチン定期接種
⑵  地域介護等交付金の活用

◆	眞幡	善次	議員… ………………… 11

⑴  協力隊への支援は

※アクリル板を設置しているため、表情が見えにくい場合があります。

佐藤　昭光 議員

　

平
成
30
年
６
月
会
議
で

川
崎
病
院
経
営
の
実
情
を

質
問
し
ま
し
た
。
４
年
が

過
ぎ
た
今
の
状
況
を
伺
い

ま
す
。

病
院
事
業
会
計
は
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
が
常

態
化
し
て
い
て
、
総
額
52

億
９
０
０
０
万
円
と
の
回

答
で
し
た
。
そ
の
後
の
増

減
は
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
を
見
直
す
考
え
は
。

町
民
一
人
当
た
り
の

病
院
負
担
額
は
、
平
成
28

年
度
で
柴
田
郡
内
最
高
額

の
３
万
２
０
０
０
円
で
し

た
が
、
改
善
し
ま
し
た
か
。

指
定
管
理
期
間
を
２

年
に
短
縮
し
ま
す
が
、
指

定
管
理
者
は
経
営
戦
略
が

立
て
づ
ら
い
の
で
は
。

現
在
の
指
定
管
理
者

に
は
、
町
か
ら
の
借
入
金

２
３
０
０
万
円
が
残
っ
て

い
ま
す
。
返
済
は
可
能
で

す
か
。

土
日
営
業
の
グ
リ
ー

ン
シ
ー
ズ
ン
は
、
経
営
に

貢
献
し
て
い
ま
す
か
。

今
の
指
定
管
理
者
は

14
年
ス
キ
ー
場
を
守
り
、

観
光
や
雇
用
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

　

５
年
で
15
億
４
０
０
０

万
円
増
え
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
末
の
総
額
は
68
億

３
０
０
０
万
円
で
す
。

　

平
成
27
年
度
以
降
、
繰

入
を
増
や
し
て
純
損
益
は

大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
現
金
・
預
金
残
高

は
４
７
０
０
万
円
ま
で
減

少
し
厳
し
い
経
営
が
続
い

て
い
ま
す
。
繰
入
額
は
今

後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

で
一
時
的
に
赤
字
補
填
し

た
も
の
を
含
め
れ
ば
、
令

和
２
年
度
で
４
万
円
と
な

り
郡
内
で
最
高
額
で
す
。

　

物
価
高
騰
や
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
、
社
会
情
勢
が
不
安

定
な
状
況
で
す
。
常
に
議

会
の
皆
さ
ま
に
説
明
し
、

議
論
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
６
年
間
の
返
済
計

画
で
は
、
毎
年
４
０
０
万

円
の
返
済
で
あ
る
た
め
、

可
能
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
が

な
か
っ
た
平
成
29
年
度
と

令
和
３
年
度
の
収
支
を
比

較
し
、
約
８
０
０
万
円
の

貢
献
が
あ
っ
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

継
続
を
否
定
す
る
訳
で

は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
や
温

暖
化
で
継
続
で
き
る
の
か
、

２
年
毎
に
確
認
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

問答
病
院
会
計
の
繰
入
額
は

５
年
で　

億
４
０
０
０
万
円
増

５１答

答答

答答

答答

問

問問

問問

問問

▲雨の中でも初日からオープン

問答
コ
ロ
ナ
第
８
波
へ
の
備
え
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
最
重
点
に

そ
の
他
の
質
問
事
項

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
HPVワクチンの推進は

※

正確な情報提供を
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遠藤　美津子 議員

接
種
対
象
者
へ
の
情

報
提
供
は
。

接
種
者
数
の
推
移
は
。

未
接
種
者
の
把
握
と

通
知
は
。

小
中
学
校
へ
の
協
力

要
請
は
。

医
療
機
関
と
の
連
携

の
考
え
は
。

年
々
、
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
自
然
災
害
や
感

染
症
等
か
ら
、
施
設
を
利

用
し
て
い
る
高
齢
者
等
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
を

後
押
し
す
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
す
。
事
業
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら

積
極
的
に
交
付
金
を
活
用

す
べ
き
で
は
。

　

対
象
者
全
員
に
接
種
案

内
通
知
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

及
び
予
診
票
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど

で
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
９
月
末
で
92

件
（
定
期
接
種
７
件
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
※

85
件
）

の
接
種
実
績
が
あ
り
、
勧

奨
の
効
果
は
着
実
に
表
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

接
種
履
歴
で
計
３
回
の

接
種
が
確
認
で
き
な
い
方

を
未
完
了
者
と
し
て
抽
出

し
、
個
別
に
接
種
勧
奨
の

通
知
、
案
内
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

過
度
な
押
し
付
け
が
な

い
よ
う
に
協
力
要
請
は
差

し
控
え
て
い
ま
す
。
養
護

教
諭
等
へ
の
相
談
も
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
適
切
か

つ
正
確
な
情
報
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
医
療
機
関
で
円

滑
な
接
種
に
向
け
協
議
調

整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
事
業
者
の
活

用
意
向
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
常
に
門
戸
を
開
い

て
相
談
に
応
じ
る
姿
勢
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
有
効
的
な
補
助
事
業
な

ど
の
情
報
共
有
と
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

答答

答答答

答

問問

問問問

問

　

厚
労
省
は
「
９
価
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」
の
公
費
に

よ
る
定
期
接
種
を
令
和
５

年
４
月
よ
り
開
始
す
る
方

針
を
決
め
ま
し
た
。
対
象

者
は
、
小
学
６
年
生
か
ら

高
校
１
年
生
相
当
の
女
性
、

過
去
に
接
種
し
て
い
な
い

平
成
９
年
度
か
ら
17
年
度

生
ま
れ
の
女
性
で
す
。

　

厚
労
省
で
は
、
介
護
施

設
な
ど
の
防
災
・
減
災
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
地

域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

等
施
設
整
備
交
付
金
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
各

施
設
が
計
画
書
を
作
成
し

県
が
審
査
、
国
が
決
定
す

る
も
の
で
す
。

▲健康と命を守るために

▲ニーズを把握しながら

問答
交
付
金
事
業
の
推
進
を

情
報
共
有
と
連
携
を
図
る

佐藤　清隆 議員

　

前
年
度
の
学
校
保
健
統

計
調
査
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
公
表
さ
れ
た
県
の

デ
ー
タ
で
は
、
全
国
平
均

を
上
回
り
、
肥
満
傾
向
が

高
く
、
学
年
に
よ
っ
て
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

町
内
の
児
童
・
生
徒

の
発
育
状
態
は
。

健
康
状
態
は
。

全
体
的
な
傾
向
を
ど

う
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

肥
満
傾
向
の
あ
る
児

童
・
生
徒
な
ど
改
善
が
必

要
な
場
合
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
や
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
進
み
、

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

支
給
が
当
町
で
も
始
ま
り

ま
し
た
。
過
去
の
統
計
調

査
の
傾
向
で
も
裸
眼
１
・

０
未
満
の
割
合
が
年
々
増

え
て
い
ま
す
。
長
時
間
使

用
に
よ
る
視
力
の
低
下
が

心
配
さ
れ
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

　

児
童
・
生
徒
の
身
長
は

全
国
平
均
を
上
回
る
年
齢

層
も
あ
り
、
下
回
る
年
齢

層
も
あ
り
ま
す
。
体
重
は

一
部
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど

が
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

専
門
医
に
よ
る
健
康
診

断
を
行
い
、
疾
病
な
ど
の

割
合
は
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　

発
育
は
ほ
ぼ
全
国
平
均

並
み
で
、
多
少
が
っ
ち
り
、

や
や
ふ
っ
く
ら
と
捉
え
て

い
ま
す
。
視
力
低
下
の
割

合
が
全
国
平
均
を
下
回
り

ま
す
が
、
低
下
傾
向
の
割

合
は
増
え
て
い
ま
す
。

　

養
護
教
諭
が
各
学
校
の

統
計
資
料
を
取
り
ま
と
め
、

学
校
医
、
保
護
者
な
ど
で

学
校
保
健
委
員
会
を
開
催

し
、
現
状
の
共
有
と
意
見

交
換
や
助
言
を
受
け
て
い

ま
す
。
給
食
だ
よ
り
で
の

食
習
慣
改
善
啓
発
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

使
用
時
間
に
制
限
を
設

け
て
、
そ
れ
を
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
律
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
状
況
を
作

り
育
て
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
家
庭

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
な
身
体

を
守
る
と
い
う
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問答
児
童
・
生
徒
の
発
育
と
健
康
は

発
育
は
ほ
ぼ
全
国
平
均

答

答答

答

答

問

問問

問

問

▲健康な「かわさきっ子」

※HPVワクチン…子宮頸がんの原因の一つであるウイルスの感染を防ぐワクチン。
※キャッチアップ…遅れを取り戻すために実施する救済措置。

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
ＬＩＮＥで事務の効率化を
ラ イ ン

デジタル化推進を図る
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眞幡　善次 議員

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

制
度
創
設
以
降
、
当
町
に

も
多
く
の
隊
員
に
来
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た

積
極
的
に
町
民
と
一
緒
に

活
動
し
、
町
に
溶
け
込
ん

で
い
ま
す
。

制
度
創
設
以
降
、
こ

れ
ま
で
何
人
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
当
町
で
活

動
し
て
い
ま
す
か
。

報
酬
以
外
に
個
々
の

活
動
費
、
ま
た
そ
の
活
動

に
必
要
な
備
品
な
ど
の
購

入
費
は
個
人
負
担
で
す
か
。

任
期
終
了
後
、
当
町

に
定
住
・
定
着
し
た
隊
員

は
何
人
で
す
か
。
ま
た
、

町
の
支
援
は
あ
り
ま
す
か
。

任
期
を
終
え
た
隊
員

が
定
住
し
自
立
で
き
る
よ

う
、
一
定
期
間
町
職
員
と

し
て
雇
用
す
る
な
ど
の
支

援
の
考
え
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
躍
を
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
分
野
や
観

光
振
興
と
健
康
推
進
事
業

な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に

役
立
て
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
今
後
積
極
的
に

採
用
す
べ
き
で
は
。

　

平
成
29
年
か
ら
令
和
４

年
ま
で
の
６
年
間
で
、
15

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
費
と
し
て
月
額
８

万
円
（
家
賃
・
交
通
費
等
）

の
ほ
か
、
資
格
を
取
得
す

る
場
合
に
５
万
円
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
活

動
に
必
要
な
備
品
等
は
町

の
予
算
で
購
入
し
、
利
用

後
は
町
の
備
品
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
は
７
人
で
す
。
そ
の
う

ち
６
人
は
町
内
に
住
み

サ
ー
ビ
ス
業
や
飲
食
業
を

営
ん
で
い
ま
す
。
定
住
率

は
86
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
住
ん
で
事
業
を
す

る
方
に
は
、
起
業
支
援
助

成
金
と
し
て
１
０
０
万
円

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
枠
と
し
て
採
用

す
る
の
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
今
は
助
成
金

な
ど
を
活
用
し
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、

地
域
に
根
差
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
７
人
採
用
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

隊
員
数
は
合
わ
せ
て
12
名

に
な
り
ま
す
。
今
後
も
、

現
在
の
業
務
量
を
総
合
的

に
勘
案
す
る
と
、
12
人
前

後
が
良
い
と
判
断
し
ま
す
。

町　

長

地
域
振
興
課
長

町　

長

町　

長

町　

長

問答
自
立
へ
の
支
援
は

起
業
助
成
金
の
交
付
等

答

答

答

答

答

問

問

問

問

問

▲熱き思いを胸に秘め

▲町活性化の拠点（SPRING）

的場　要 議員

現
在
、
役
場
か
ら
の

案
内
な
ど
は
封
書
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
置
き
換
え
る
こ

と
で
、
業
務
の
効
率
化
と

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
心
を
持

つ
機
会
と
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
あ
る
団
体
の
中
で
、

ア
プ
リ
の
操
作
が
１
人
で

も
２
人
で
も
で
き
る
方
が

い
れ
ば
、
ま
ず
は
そ
こ
か

ら
始
め
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が

徐
々
に
増
え
て
い
く
こ
と

が
あ
れ
ば
、
事
務
方
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

消
防
団
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
よ
う
に
、
最
初
は
10
人

程
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

が
、
も
う
１
０
０
人
以
上

入
っ
て
い
る
と
い
う
実
績

も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
流
れ
を
役
場
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
ろ

う
と
考
え
ま
す
が
。

　

情
報
を
発
信
す
る
側
と

受
け
取
る
側
、
相
互
の
環

境
と
合
意
の
下
に
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
き
、

徐
々
に
そ
の
範
囲
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
村
会
で
も
、
県
に
対

し
て
Ｄ
Ｘ
※

の
推
進
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共

通
化
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
を
考
え
る
と
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
の
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
現

在
消
防
団
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
使
っ
て
各
連
絡
を
取
っ

て
い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
町
長
か
ら
答
弁
が

あ
っ
た
よ
う
に
取
り
組
め

る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町　

長

町　

長

総
務
課
長

答

答

答

問問

問

　

今
後
デ
ジ
タ
ル
化
は
進

ん
で
い
き
ま
す
が
、
単
独

で
の
導
入
は
難
し
い
と
こ

ろ
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
導
入
さ
れ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
待
つ
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

▲封書からスマホへ

▲消防団でも運用

※DX（デジタルトランスフォーメーション）…情報技術の浸透が人々の生活を良い
方向に変化させること。

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
灯油購入補助を

12月会議に提案

　
会
議
は
、
28
日
に
開
き
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
補
正
予
算
案
１
件
を

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
１
４
５
０
万
円
を
追
加

一
般
会
計
補
正
予
算

全
町
民
商
品
券
配
布
第
３
弾

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
生
活
支
援

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

すべてすべて

■ 

補
正
内
容

　
物
価
高
騰
に
対
す
る
生
活
支
援
及
び
地
元
商
店
等
の

活
性
化
の
た
め
４
６
５
０
万
円
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

■ 

補
正
内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
及
び
小
児
用
・
乳
幼
児
用
ワ
ク
チ

ン
接
種
体
制
を
整
え
る
た
め
１
８
０
４
万
円
を
補
正
す

る
も
の
で
す
。

▲年末の商品券は助かった

▲続く値上げラッシュ

▲接種方法に工夫も

１
億
１
４
５
０
万
円
を
追
加

町
民
１
人
５
０
０
０
円

■ 

補
正
内
容

　
物
価
高
騰
に
対
す
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
へ
生

活
支
援
の
た
め
４
８
８
１
万
円
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

１
世
帯
あ
た
り
　
５
万
円

10月
会議
10月
会議
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高橋　義則 議員

こ
れ
か
ら
厳
し
い
寒

さ
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
生
活
が

送
れ
る
よ
う
灯
油
購
入
支

援
を
す
る
べ
き
と
考
え
ま

す
が
。物

価
高
騰
で
町
民
の

暮
ら
し
は
大
変
厳
し
い
状

態
で
す
。
非
課
税
世
帯
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
全
世

帯
に
な
ん
ら
か
の
支
援
を

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

い
じ
め
が
確
認
さ
れ

た
と
き
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
整
備
し
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
そ
の
内
容
は
。

小
中
学
校
に
お
け
る

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
。

子
ど
も
た
ち
の
立
場

に
立
っ
て
対
応
策
を
講
じ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
対
応
策
に
よ
り
、

原
因
を
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
か
。

　

非
課
税
世
帯
な
ど
の
低

所
得
世
帯
に
と
っ
て
深
刻

な
も
の
と
感
じ
、
今
年
度

も
昨
年
度
同
様
の
助
成
を

12
月
会
議
に
提
案
し
て
い

ま
す
。

　

全
町
民
へ
の
商
品
券
配

布
等
を
は
じ
め
多
く
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

も
加
味
し
、
違
っ
た
形
で

有
効
性
の
高
い
政
策
を
進

め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

各
学
校
で
「
学
校
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
を
整

備
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め

が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、

子
供
の
安
全
の
確
保
、
事

情
の
確
認
、
適
切
な
指
導
、

関
係
者
へ
の
連
絡
や
相
談

等
を
組
織
的
に
行
う
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
認
知
件

数
は
、
小
学
校
16
件
、
中

学
校
１
件
で
す
。

　

訴
え
に
対
応
し
、
落
ち

着
い
た
生
活
に
戻
る
こ
と

が
で
き
て
も
、
新
た
な
事

案
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
未
成
熟
な
成
長

過
程
に
あ
り
ま
す
の
で
、

過
ち
を
許
す
寛
容
な
環
境

の
な
か
で
、
心
の
痛
み
を

感
じ
行
動
す
る
姿
を
育
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長

町　

長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

答答

答 答

答

問問

問 問

問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
、
ロ
シ
ア
軍
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
に
よ

り
食
料
品
や
日
用
品
、
燃

料
な
ど
物
価
が
高
騰
し
、

家
計
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
児
童
生

徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校

等
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題

に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
、

先
月
末
に
結
果
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
度

の
い
じ
め
認
知
件
数
は
増

加
傾
向
で
す
。

▲寒さ対策はストーブが一番

▲安心して過ごせる学校に

問答
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

防
止
基
本
方
針
の
な
か
で

※
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

一

般

質

問

　

月

会

議

10



■ 

補
正
内
容

　
昨
年
４
月
に
さ
か
の
ぼ
り
、母
子
手
帳
交
付
者
、新
生

児
に
対
し
て
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
を
支
給
す
る
た

め
３
３
５
万
円
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

▲すこやかに育って

年
金
引
き
上
げ
を
! !

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
! !

総
務
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託※

出
産・子
育
て
を
応
援
　
１
人
10
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

議
会
で
採
決
　否
決

議
案
を
議
長
に
提
出

意
見
書
提
出
を
可
決

審
　議
　
　不
採
択

■ 

趣
旨

　
相
次
ぐ
物
価
の
高
騰
や
燃
料
費
等
の
大
幅
な
値
上
げ
、

令
和
４
年
10
月
か
ら
高
齢
者
医
療
費
窓
口
負
担
が
１
割

か
ら
２
割
に
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、年
金
は
同
年
６
月

か
ら
０
・
４
％
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、令
和

５
年
度
の
年
金
改
定
で
は
、現
行
の
ル
ー
ル
を
見
直
し
、

物
価
上
昇
に
基
づ
い
て
年
金
の
増
額
改
定
を
行
う
よ
う

に
、国
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
免
税
軽
油
制
度
は
、令
和
６
年
３
月
末
で
廃
止
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
が
な
く
な
れ
ば
索
道
事
業
者
は
大
き
な
負
担
増

を
強
い
ら
れ
、ス
キ
ー
場
の
経
営
維
持
が
困
難
と
な
る
と
と

も
に
、地
域
経
済
に
も
計
り
知
れ
な
い
悪
影
響
を
与
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、冬
季
観
光
産
業
の
重
要
な
柱
で
あ
る
ス
キ
ー
場

産
業
の
経
営
維
持
を
図
り
、地
元
雇
用
者
と
地
域
経
済
の
安

定
お
よ
び
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
た
め
に
、免
税

軽
油
制
度
の
継
続
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提

出
し
ま
す
。

　
　
令
和
５
年
１
月

 

宮
城
県
川
崎
町
議
会

■ 

調
査
結
果

① 

物
価
上
昇
分
に
は
追
い
付
か
な
い
も
の
の
３
年
ぶ
り
に
増
え

る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
。

② 

令
和
３
年
度
現
年
度
分
の
納
付
率
は
73
・
９
％
で
あ
り
、ま
ず

は
納
付
率
向
上
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。

③ 

１
カ
月
の
外
来
医
療
費
負
担
増
額
を
３
０
０
０
円
ま
で
に
抑

え
る
配
慮
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

④ 

窓
口
負
担
を
除
く
約
４
割
に
上
る
現
役
世
代
の
負
担
を
抑
え
、

国
民
皆
保
険
を
守
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

⑤ 

令
和
５
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、既
に
閣
議
決
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

総
務
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託

「
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
」を
求
め
る
意
見
書

審
　議
　
　採
　択

衆
議
院
議
長
　
　
殿

参
議
院
議
長
　
　
殿

内
閣
総
理
大
臣
　
殿
　
　

総
務
大
臣
　
　
　
殿
　
　

国
土
交
通
大
臣
　
殿

（
一
部
抜
粋
）

※付託…本会議の付議事件に関して詳しく検討を加えるために、所
管の常任委員会または特別委員会に審査を託すこと。

　
会
議
は
、
６
日
に
開
き
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
補
正
予
算
案
１
件
、
議

発
案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
年
金
改
定
で
は
物
価
の
高
騰
に

見
合
っ
た
年
金
額
引
き
上
げ
を
求
め
る
請
願

　
免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
陳
情

1月
会議
1月
会議

総額 920万円低所得世帯へ1世帯1万円

物価高騰対策

総額 920万円

■ 

提
案
理
由

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、特
別
職
・
一
般
職
の
手

当
等
を
引
き
上
げ
る
条
例

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

低所得世帯へ1世帯1万円

物価高騰対策

　
会
議
は
、
６
日
か
ら
９
日
に
開
き
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正
案
等
６
件
、
補

正
予
算
案
４
件
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
を
総
務
民
生

常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

すべてすべて

一般会計補正予算

総額 1402万円

光熱費等の増

総額 1402万円

光熱費等の増
病院事業会計補正予算

12月
会議
12月
会議

特
別
職・一
般
職
の
報
酬・給
料
を
改
定

■ 

提
案
理
由

　
地
方
公
務
員
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
基

づ
き
、
職
員
の
定
年
を
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
役

職
定
年
の
導
入
及
び
60
歳

以
降
の
月
例
給
の
取
り
扱

い
な
ど
に
関
し
て
条
例
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

■役職定年
　60歳を超えた翌年から原則として管

理職の役職から異動する制度です。

段
階
的
に
定
年
延
長

■特別職期末手当■定年の引き上げ
年間3.25月分→3.30月分に引き上げ

6月期 12月期 計

1.625月
（支給済み）

1.675月

1.625月 1.625月

R４
（改正）

R４
（現行）

1.650月 1.650月

3.30月

3.25月

3.30月R５

6月期 12月期 計

0.95月
（支給済み）

1.05月

0.95月 0.95月

R４
（改正）

R４
（現行）

1.0月 1.0月

2.0月

2.0月

1.9月

R５

定年年齢年　　度

61歳R5～R6

62歳R7～R8

63歳R9～R10

64歳R11～R12

65歳R13～
■一般職勤勉手当
年間1.9月分→2.0月分に引き上げ

12月会議

12月会議

1月会議

提出先

1月会議

No.229
14

R5.1.31No.229
15

R5.1.31

　

月

会

議

１

月

会

議

12



No.229
16

R5.1.31No.229
17

R5.1.31

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

調査事項① 調査事項①調査事項② 調査事項②

学
校
施
設
の
現
状

各
種
団
体
の
現
状

こ
ど
も
園
等
の
感
染
対
策

高
齢
者
世
帯
の
現
状
と
対
策

建
て
替
え
の
準
備
が
急
務

人
員
確
保
の
環
境
づ
く
り
を

引
き
続
き
万
全
に

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
を

調
査
日
　
11
月
14
日

調
査
日
　
11
月
18
日

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

　

現
在
あ
る
小
中
学
校
５

校
の
教
育
施
設
（
校
舎
、

体
育
館
、
プ
ー
ル
）
は
、

平
成
７
年
度
ま
で
に
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
42

年
度
に
完
成
し
た
川
崎
小

　

消
防
団
は
条
例
定
数

２
７
０
人
に
対
し
２
２
６

人
で
充
足
率
が
83
・
７
％
、

平
均
年
齢
は
48
・
１
歳
で

す
。
組
織
の
配
置
は
管
轄

区
域
を
６
分
団
に
分
け
、

28
班
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

　

こ
ど
も
園
等
の
園
児
数

及
び
職
員
数
は
10
月
１
日

現
在
、
乳
児
55
人
、
幼
児

１
０
６
人
、
職
員
42
人
の

２
０
３
人
で
、
送
迎
の
た

め
訪
れ
る
保
護
者
を
含
め

る
と
、
毎
日
３
４
０
人
前

　

令
和
３
年
度
末
の
人
口

は
８
３
３
０
人
、
世
帯
数

は
３
３
７
３
世
帯
で
、
人

口
が
減
少
し
世
帯
数
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
全

世
帯
の
う
ち
、
高
齢
者
の

　

町
は
、
今
後
10
年
を
目

途
に
川
崎
小
学
校
の
建
て

替
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
川
崎
小
学
校

を
現
地
調
査
し
た
結
果
、

経
年
劣
化
を
要
因
と
し
た

修
繕
箇
所
が
多
数
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

場
し
の
ぎ
の
修
繕
で
は
解

決
で
き
な
い
課
題
な
ど
も

　

各
団
体
と
も
町
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
重
要
な

任
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

必
要
な
人
員
を
確
保
で
き

な
い
現
状
は
、
防
災
力
低

下
や
町
民
が
安
全
安
心
な

生
活
に
不
安
を
抱
く
こ
と

も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
消
防
団
は
、
施
設

や
機
械
器
具
の
更
新
を
進

め
る
と
と
も
に
地
域
の
実

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
拡
大
は
第
８
波
に
入
り
、

県
内
で
も
多
く
の
保
育
園

や
幼
稚
園
等
で
休
園
、
学

級
閉
鎖
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
調
査
の
結
果
、
家

庭
内
感
染
を
中
心
に
罹
患

者
は
確
認
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
教
職
員
等
の
き
め

細
か
な
対
応
と
保
護
者
等

の
ご
理
解
、
ご
協
力
も
あ

　

認
知
症
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
と
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
、
介
護
の
重
度
化

予
防
・
自
立
支
援
に
向
け

た
支
援
な
ど
10
を
超
え
る

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
各
種
事
業
や
支
援
の

取
り
組
み
に
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

学
校
が
最
も
古
く
55
年
が

経
過
、
川
崎
中
学
校
も
47

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

こ
の
２
つ
の
学
校
は
、
こ

れ
ま
で
に
耐
震
補
強
工
事

や
大
規
模
改
修
工
事
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
平
成
30
年
度
に
策

す
。
全
て
の
分
団
で
団
員

数
が
不
足
し
５
人
以
下
の

班
は
全
体
の
約
４
割
に
の

ぼ
り
、
団
員
数
の
減
少
と

平
均
年
齢
の
上
昇
が
続
い

て
い
る
状
況
で
す
。

　

防
犯
指
導
隊
は
、
定
数

20
人
に
対
し
11
人
で
充
足

率
55
％
、
平
均
年
齢
は

後
の
人
が
出
入
り
し
て
い

ま
す
。

　

こ
ど
も
園
等
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
拡
大
し
て
以
降
、
手
指

消
毒
や
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、

室
内
の
小
ま
め
な
消
毒
作

業
な
ど
の
基
本
的
感
染
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

み
の
世
帯
は
１
０
４
３
世

帯
で
30
・
５
％
、
高
齢
化

率
は
38
・
９
％
、
今
年
度

に
入
り
さ
ら
に
増
加
し
て

い
る
状
況
で
す
。
町
は
幅

広
い
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
促
進
を
図
る
こ
と

た
、
行
事
の
開
催
方
法
等

の
見
直
し
や
発
熱
状
況
確

認
書
の
記
入
な
ど
、
保
護

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
多

く
の
感
染
対
策
を
講
じ
て

い
ま
し
た
。

　

密
に
な
り
や
す
い
環
境

で
も
感
染
拡
大
を
抑
え
ら

れ
て
い
る
状
況
で
す
。

で
、
元
気
な
高
齢
者
を
増

や
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
介
護
認
定
者
数

は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
、
事
業
の
成
果
が
出
て

い
ま
す
が
、
要
介
護
２
以

上
の
割
合
が
県
、
全
国
平

均
よ
り
高
い
状
況
で
す
。

定
し
た
学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
よ
り
修
繕
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
経
年
劣

化
に
よ
り
修
繕
費
は
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
川
崎

小
学
校
と
川
崎
中
学
校
で

全
体
の
７
割
以
上
を
占
め

て
い
る
状
況
で
す
。

62
・
６
歳
で
す
。

　

交
通
安
全
指
導
員
は
定

数
30
人
に
対
し
22
人
で
充

足
率
73
・
３
％
、
平
均
年

齢
は
59
・
３
歳
で
す
。

　

い
ず
れ
の
団
体
も
定
数

を
割
り
込
み
、
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
、
人
員
確
保

が
課
題
で
す
。

あ
り
、
建
て
替
え
へ
の
準

備
が
急
務
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

時
代
に
即
し
た
教
育
環

境
の
向
上
を
執
行
部
内
で

議
論
を
深
め
、
児
童
・
生

徒
数
の
推
移
を
踏
ま
え
た

学
校
の
在
り
方
な
ど
も
、

早
急
に
検
討
を
始
め
て
く

だ
さ
い
。

情
を
考
慮
し
、
班
の
統
合

も
視
野
に
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
新
団
員
確

保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
消
防
団
活
動

の
具
体
的
な
内
容
と
負
担

を
明
確
に
し
、
行
政
区
長

等
の
協
力
と
地
元
事
業
所

へ
の
広
報
活
動
に
よ
り
入

団
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

り
、
令
和
３
年
８
月
上
旬

の
学
級
閉
鎖
を
最
後
に
、

休
園
、
学
級
閉
鎖
は
実
施

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

休
園
等
の
実
施
は
保
護

者
の
負
担
や
経
済
的
影
響

も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
万
全
な
感
染
対
策

と
こ
ど
も
園
等
の
適
正
な

運
営
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
が
い
き
い
き
暮

ら
す
た
め
に
は
、
医
療
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

団
体
に
よ
る
支
援
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
的
確
に
課
題

を
捉
え
、
引
き
続
き
各
種

事
業
や
支
援
が
円
滑
に
機

能
す
る
よ
う
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

▲決意を新たに　　　　　　  （R５合同出初め式）▲徹底した手指消毒を ▲踊ることで元気に▲劣化が進む学校施設
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　10
月
27
日
、
宮
城
県
、
仙
台
市
、
当
町
関
係
者
が
国
道
２
８
６
号
バ
イ
パ
ス

の
工
事
が
開
始
さ
れ
た
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

　仙
台
市
側
と
当
町
側
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
当
町
側

の
令
和
４
・
５
年
度
は
橋
脚
工
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
建
設
が
着
実
に
進
ん

で
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総額 1402万円

10月25日　宮城県美里町議会 様 10月24日　栃木県那須町議会 様

　当
町
の
「
議
会
情
報
便
カ
ワ
サ
キ
」
の
編
集
・
発

行
内
容
の
視
察
研
修
を
す
る
た
め
、
２
つ
の
町
議
会

が
来
庁
し
ま
し
た
。
よ
り
良
い
広
報
紙
づ
く
り
や
議

会
活
性
化
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

国道286号バイパス建設現地視察
仙台市・川崎町広域行政連絡協議会

早期完成を目指して

川崎町側の橋脚工事始まる

早期完成を目指して

川崎町側の橋脚工事始まる

３年ぶり視察研修を受け入れ
議会広聴・広報委員会

コ
ロ
ナ
禍
で
町
民
の
声
を

ど
う
や
っ
て
聴
い
て
る
の
？

委
員
会
の
運
営
方
針
は
？
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　川崎
町
に
移
住
し
た

き
っ
か
け
は
。

　川
崎
町
は
蔵
王
連
峰

が
見
渡
せ
る
山
麓
に
あ
り
、

冬
は
雪
が
積
も
り
、
き
れ

い
な
川
が
あ
り
ま
す
。
こ

ん
な
大
自
然
の
な
か
で
子

育
て
を
し
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

QA 大
自
然
で
子
育
て

　
今
後
の
展
望
は
。

　こ
れ
か
ら
野
外
教
育

の
活
動
場
所
と
し
て
、
多

く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
自
然
体
験
を
通
じ
た

「
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
作

成
し
、
充
実
し
た
内
容
の

野
外
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
で
す
。

QA 育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

　まち
づ
く
り
に
対
し

て
町
や
議
会
へ
要
望
は
何

か
あ
り
ま
す
か
。

　川
崎
の「
自
然
環
境
」

を
大
切
に
し
、
発
展
と
生

活
が
調
和
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
ス
キ
ー
や
温
泉
、

登
山
な
ど「
自
然
の
な
か
で

楽
し
め
る
町
」と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
広
ま
る
よ
う
Ｐ
Ｒ

し
て
く
だ
さ
い
。

QA 自
然
と
調
和

　
「
る
ぽ
ぽ
の
森
」の
運

営
で
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
。　「楽

し
い
こ
と
は
お
裾

分
け
」が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

楽
し
ん
で
も
ら
う
だ
け
で

な
く
、
野
外
活
動
を
通
じ

て
人
間
本
来
の「
生
き
る

力
」を
高
め
る
こ
と
が
、
災

害
対
策
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。「
生
き
る
力
」を
多
く
の

人
に
身
に
着
け
て
も
ら
う

こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。

QA 生
き
る
力
を
育
む

　指定
管
理
者
に
応
募

し
た
き
っ
か
け
は
。

　自
衛
官
を
退
官
後
、
ス

キ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
や
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ

（
沢
遊
び
）、
登
山
の
ガ
イ
ド

を
し
ま
し
た
。翌
年
に
は
ア

ウ
ト
ド
ア
体
験
を
提
供
す

る
会
社「
Ｚ
Ａ
Ｏ
Ｃ
」を
起
業

し
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
指

定
管
理
者
制
度
を
知
り
応

募
し
ま
し
た
。

QA 経
験
を
活
か
し
て

▲予約がとれないほど人気のキャンプ場

▲自然について熱く語る

坂田 政裕さん（古関）と子どもたち
さか た まさひろ

ザ
オ
ッ
ク

　「雪が深く、川の水がきれいな山奥に住
み、子育てしたい！」と川崎町へ移住しま
した。
　自衛官、自動車整備士、古民家再生、自
然ガイドなどを経て、平成29年から指定
管理者として「るぽぽの森」の管理運営を
している坂田政裕さんを紹介します。
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、
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台
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、
当
町
関
係
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が
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道
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６
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の
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が
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始
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た
現
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を
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し
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た
。
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当
町
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の
進
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説
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が
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り
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。
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の
令
和
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・
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は
橋
脚
工
事
が
予
定
さ
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て
お
り
、
建
設
が
着
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に
進
ん

で
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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に
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し
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っ
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け
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　川
崎
町
は
蔵
王
連
峰

が
見
渡
せ
る
山
麓
に
あ
り
、

冬
は
雪
が
積
も
り
、
き
れ

い
な
川
が
あ
り
ま
す
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こ

ん
な
大
自
然
の
な
か
で
子

育
て
を
し
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

QA 大
自
然
で
子
育
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今
後
の
展
望
は
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　こ
れ
か
ら
野
外
教
育

の
活
動
場
所
と
し
て
、
多

く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
自
然
体
験
を
通
じ
た

「
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
作

成
し
、
充
実
し
た
内
容
の

野
外
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
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で
す
。
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成
プ
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グ
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を

　まち
づ
く
り
に
対
し

て
町
や
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会
へ
要
望
は
何

か
あ
り
ま
す
か
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　川
崎
の「
自
然
環
境
」

を
大
切
に
し
、
発
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と
生

活
が
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で
き
る
よ
う
に

進
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い
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。

ま
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、
ス
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や
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、

登
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で
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る
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よ
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Ｐ
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し
て
く
だ
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「
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ぽ
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」の
運

営
で
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に
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い
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こ

と
は
。　「楽

し
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と
は
お
裾

分
け
」が
モ
ッ
ト
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で
す
。

楽
し
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で
も
ら
う
だ
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で
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く
、
野
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活
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を
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間
本
来
の「
生
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る
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」を
高
め
る
こ
と
が
、
災

害
対
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だ
と
考
え
て
い
ま

す
。「
生
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る
力
」を
多
く
の

人
に
身
に
着
け
て
も
ら
う

こ
と
が
私
の
使
命
で
す
。

QA 生
き
る
力
を
育
む

　指定
管
理
者
に
応
募

し
た
き
っ
か
け
は
。

　自
衛
官
を
退
官
後
、
ス

キ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
や
キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ

（
沢
遊
び
）、
登
山
の
ガ
イ
ド

を
し
ま
し
た
。翌
年
に
は
ア

ウ
ト
ド
ア
体
験
を
提
供
す

る
会
社「
Ｚ
Ａ
Ｏ
Ｃ
」を
起
業

し
ま
し
た
。そ
の
な
か
で
指

定
管
理
者
制
度
を
知
り
応

募
し
ま
し
た
。

QA 経
験
を
活
か
し
て

▲予約がとれないほど人気のキャンプ場

▲自然について熱く語る

坂田 政裕さん（古関）と子どもたち
さか た まさひろ

ザ
オ
ッ
ク

　「雪が深く、川の水がきれいな山奥に住
み、子育てしたい！」と川崎町へ移住しま
した。
　自衛官、自動車整備士、古民家再生、自
然ガイドなどを経て、平成29年から指定
管理者として「るぽぽの森」の管理運営を
している坂田政裕さんを紹介します。
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 FCアズマーレ川崎の初蹴りにて

　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。
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　なお、インターネット中継及び役場１階町
民ホールでの視聴も可能です。詳しくは、町
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　ご理解とご協力をお願いします。
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